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相加平均・相乗平均の関係より 
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等号成立条件は、  sinsinsin  と同値である。 

 

 sinsin  のとき、   または   であるが、   のとき  a 、 0 となり、不適。 
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(注) 

3n のときの、相加平均・相乗平均の関係の証明を示しておく。 

cba ,, を正の数とすると 
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